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序 

 

現在、我が国では、国の成長戦略の柱である第４次産業革命の実現に向けて、

ＩｏＴ・人工知能・ロボット等々の最先端技術を活用した新たな試みが始まって

いますが、こうした動きを一層促進するには、長年培ってきた多種多様な技術革

新の芽を大きく育てる仕組み、すなわち関係者がじっくりと議論を行い、戦略に

まとめあげることが必要です。 

一般財団法人機械システム振興協会では、平成２６年度から、外部の関係組織

の皆様とともに「イノベーション戦略策定事業」を進めており、平成２９年度は、

その４年目を迎えました。本事業は、新技術・新システムを社会に円滑に導入す

るために、革新的・先進的技術を基にした具体的なイノベーション戦略づくりを

行う制度ですが、そのために、構想段階において多様な関係者が自由闊達な議論

を行うこととしております。 

「光相関技術によるＷｅｂ掲載違法動画像等の超高速検索システムに関する

戦略策定」は、上記事業の一環として、著作権を有するオリジナルデータと照合

対象のＷｅｂ上の動画像等を超高速で検索・照合することのできる、光相関技術

を組み込んだ新しい超高速検索システム構築とその応用展開のための戦略策定

を行うことを目指して、一般財団法人光産業技術振興協会に委託して実施しまし

た。この中で、多様な分野の関係者とともに弊協会も参加して議論・検討を行い

ました。また、弊協会に設置しております「機械システム開発委員会」(委員長：

大場 善次郎 氏)のご指導・ご助言を受けました。 

この成果が、機械システムによる経済・社会の変革に寄与することとなれば幸

いです。 
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                 一般財団法人機械システム振興協会   

 

  



 

 

 

はじめに 

 

近年、スマートフォン等のモバイル機器の普及やクラウド化の進展に伴って、

インターネット上のデータ流通量が爆発的に増加している。中でも、”いつで

も”、”どこでも”データが入手できるインターネットの特性から、コンシュー

マの動画等のビデオトラフィックが著しく増加しており、2021 年までには、全世

界のインターネットトラフィックの 80％以上がビデオトラフィックになると予

測されている。  

一方、インターネットの普及とともに、コンテンツのデジタル化、ネットワー

ク化が進むことでデータのコピー、配布等が容易となり、違法コピーが大きな問

題となっている。世界のコンテンツ市場の規模は、今後、アジアを中心に拡大す

ると見られ、2020 年には約 85兆円となる見込みである。我が国においても、映

画・アニメ・TV 番組・音楽・ゲーム等のコンテンツは、“Cool Japan”を代表す

るカルチャーのひとつとして、また、今後の我が国の主要産業のひとつとして大

きく期待されている。2013 年の文化庁の推計によれば、違法コピーによる我が国

のコンテンツ被害額は年間 5600 億円に上るとされ、著作者の権利保護及びコン

テンツ産業の発展の観点から、インターネット上に掲載された海賊版(違法コン

テンツ)に対する対策が必須となっている。 

本事業は、このような状況を踏まえ、従来、電子処理で行っていた違法動画検

索システムに、新たに“光相関技術”及び“AI(人工知能)技術”を組み込むこと

で、Web 上の動画像等を高速・高精度に検索・照合することが可能な、革新的な

違法動画像検索システムの実用化に向けた戦略策定を行うものである。 

本戦略策定によって、実用化への道のりを明らかにすることで、本システムの

早期実現につなげるとともに、様々なコンテンツの適切な保護と我が国のコンテ

ンツ産業の発展に寄与することが期待される。 
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